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ほこみち制度

４つの空間構成

イメージ図

　　　ほこみちとは
ほこみちは「歩行者利便増進道路」の愛称だ。
道路を歩行者にとって、もっと安心して歩ける、楽しく過ごせる「みち」。

どんな制度？
歩行者利便増進道路（通称：ほこみち）制度は、道路空間をにぎわいのある
滞在空間として柔軟に活用できるようにする新しい制度。

＜主な特徴＞
・道路管理者が歩道の一部を「歩行者の利便を高める空間」として位置づけ、
カフェやベンチの設置が可能に。
・特例区域を定めることで、道路占用許可が柔軟に認められる。
・公募により最大 20 年間の占用が可能

。

・この制度により、広い歩道にカフェやベンチなどを置いて、
人が集まりやすい魅力的な空間づくりが実現しやすくなる。
※道路占用：道路に工作物や設備を設置して継続利用すること。

２  （１）現状分析　（交通・電車） ２  （２）現状分析　（交通・バス）

２  （３）現状分析　（道路・歩道） ２  （４）　ミュージアムロード道路整備

　　　　　　一本道にするとどうなるか

　　　　　　

　

　　

２  （４）　現状ミュージアムロード道路
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ミュージアムロードのほこみち制度の目的

４  分析から導く”速度を失ったみち

本エリアは、主要道路が南北・東西に交通量が多く、歩行者よりも車の移動が優先さ

れてきた。その結果、道に「滞在」や「寄り道」の余白が少なく、街路空間は通

過のためだけに使われている。

一方で、周囲には美術館・カフェ・公園など、ゆっくり歩くことで価値が高まる文化

資源が点在している。

2階からも眺めることができる

高架下に作品がある

交通量が最も多く１本道で影響が出る道路
交通量が多く１本道で影響が出る道路
交通量が少なく本道で影響が出る道路

３ （２）　道を曲げるミュージアムロード断面図

　　　　　　

　

　　

周辺の車道を分析したものである。

この周辺道路を見るに国道２号線と王子公園付近が最も交通量が多いと分かる。

加えて、どちらも灘駅に向かう通りも多くなっている。

阪急駅を中心に放射状へ道路網が広がり、主要な車道は南北軸と東西軸へ強く伸びている。一方で歩道

の連続性は弱く、特に駅東側では動線が途切れやすいことが確認できる。人の滞留が生まれる区間と車

の流れが優先される区間が明確に分離しており、歩行者が回遊しにくい構造となっている。

今どうなってる？？ 今後どのように変化

　20年後の道していく？？

３  （３）　道を曲げるミュージアムロード立面図

　　　　　　

　

　　
建物内で過ごす空間

建物内で過ごす空間
人の動きが見える空間

人の動きが見える空間

滞留空間
滞留空間

車の動きが

　　分かる空間

曲線が分ける、4つのまちの居場所
道を曲げることで、人の流れにゆらぎが生まれる。

直線的にはない滞留・観察・通過の4つの空間が段階的

に立ち上がり、

歩行と車の動きが重なり合うミュージアム

ロードが形成される

一通にすると危険になりそうエリア

一通エリア 一通を知らせておけばならないエリア

いい景色

くつろぐ空間

何してるんだろう

ほこみちにより外でも アートの展示

王子動物園

美術館

王子動物園

美術館

このように道を一つ変えることで周囲は変化する

歩行者を優先させることで、立ち止まり、眺め、振り返る余白が生まれるがある。
アート・地域の情報・人の活動と自然に交わり、
道そのものが多様な発見の場へと変化する。歩くことが目的ではなく、歩くからこそ見つかる価値がこの場所の魅力である

道路側のみ活用

全て活用 中央活用

店舗側のみ活用

ほこみちのイメージ

ず

道を曲げることで車の速度が出なく

なり、静かな街並みになりかつてあった

ミュージアムロードは形はなくなり、

歩行者が歩きやすい空間に。

建物と車道の間には

直線的に２mは確保している

３ （１）　道を曲げるミュージアムロード

　　　　　　

　

　　




